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１会議名  議会運営委員会 

２日 時  令和２年５月１１日（月） 

      開会 午後２時１０分 

      閉会 午後２時５０分 

３場 所  正・副議長応接室 

４出席委員 （委員長）須藤智子 

      （委 員）片岡健一郎、宮川隆、桝谷規子 

５欠席委員 なし 

６出席議員 梅村均議長、鬼頭博和副議長、水野忠三、堀 巌、木村冬樹 

７説明員  議会事務局長 丹羽至、同統括主査 寺澤顕 

８委員長あいさつ 

９議長あいさつ 

１０協議事項 

（１）議員報酬の削減について 

宮川委員：結論から言うと、議決機関としての議会の意思に沿うと３人中で

合意した。経緯としては、自分の後援会であったり、周囲の方との話の中

で、最善の策との意見をいただいた。しかし、議会の意思に従うこととな

ったため、取り回しは委員長にお願いする。 

須藤委員長：議会の意思に従うということで、１０％削減、期間は８か月と

いうことで、よろしいか。 

全委員：異議なし。 

梅村議長：最終日に向けて追加日程で６件予定されているが、議員報酬削減

の条例提案の中で、先日も事例が出てたが、表記の仕方として「１００分

の１０を乗じて得た額を減じた額」となっていて、いわゆる１０％減じた

額という書き方がしてある。それよりも、「１００分の９０を額とする」に

変えた方がいいのではないか。減じるとなると寄附行為に当たらないかと

の意見がある。 

宮川委員：衆議院の法制局長の見解として、「減じた額」との表記は寄附行為

と取らざるを得ない、公職選挙法に抵触する可能性がある、とある。国の

法律で疑義が生じているものを条例で定めることに問題があるのではない

かと指摘された。 

須藤委員長：第２条の表記を修正したほうが良いか。 

梅村議長：例規審査委員会でも聞きたいと考えている。この２日間で最終条

例文を決めないといけないことと、政務活動費、常任委員会の視察旅費、

議会講演会の講師謝礼、以上について決議案として出したいので、文案、
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内容を固めたい。 

（休憩） 

須藤委員長：休憩を閉じ再開します。政務活動費の一部を凍結する決議につ

いて、木村議員から金額を多くした方が良いとの意見が出された。協議し

たい。 

木村議員：事務局に確認すると、コピー代や、ウイルスバスター代は政務活

動費として支出してほしいとのことである。視察・研修費は報酬の範囲と

し、透明性の観点から報告書は提出すると申し合わせたらどうか。 

須藤委員長：私費で行くということである。この件について、いかがか。コ

ピー代とウイルスバスター代はいくらぐらいか。去年の実績は。 

事務局統括主査：コピー代は一人に換算すると１０万円には行っていない。 

須藤委員長：ウイルスバスター代は。 

事務局統括主査：確認する。 

（休憩） 

須藤委員長：休憩を閉じ再開します。 

事務局統括主査：コピー代は、多い会派でも 1 人６千円弱。ただ会派によっ

て全然違う。ウイルスバスターに関しては、会派に貸与されているパソコ

ンの台数によるため、その時の部屋構造によって違うが、今は４会派の部

屋に各１台、会派に属さない議員の部屋に１台、計５台。１万４千円割る

５台で、約２千８百円の請求であった。 

須藤委員長：それで１万円。公明党の新聞代は出なくなるが。 

鬼頭副議長：自腹で払ってもいいか。政務活動費から自動引き落としされな

いようにしないといけないのか。 

須藤委員長：会派で積立はしていないか。 

鬼頭副議長：している。そちらに変更しないといけない。 

片岡委員：すでに使っている会派もあると思われるが、その分も私費から入

金するのか。 

梅村議長：最終的に通帳は審査の対象にならないのでは。 

事務局統括主査：対象にはなっていないが、開示を求められたときに政務活

動費以外の記載があるとよろしくない。 

木村議員：共産党でもすでに使っている。会派で集めた費用で補填する。公

明党の新聞代についても、期間もあり、補填すれば、引き落とし口座を変

更するまではないのでは。 

鬼頭副議長：違法とならないならば、そうしたい。 

須藤委員長：どちらにしろ、使った分は補填しなければならない。 
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梅村議長：通帳上のつじつまを合わせればいい。 

須藤委員長：１年間のために引き落とし口座変更の必要はない。私費で支払

ってもらう形になる。 

須藤委員長：政務活動費は、１人１７万円でよろしいか。 

片岡委員：会派に説明していないので、確認する。 

須藤委員長：あとは、議会講演会の講師謝礼、常任委員会の特別旅費だが、

これでいいか。議員報酬は決まった。 

桝谷委員：特別旅費の１４４万円の内訳は、１５で割ると９万６千円である

から、日当２日分ということでよいか。 

事務局統括主査：総務と厚生なので、随行職員の２人分も含まれている。 

桝谷委員：１６で割って、９万円。日当は関係ないということか。 

須藤委員長：常任委員会特別旅費１４４万円、これでよろしいか。謝礼代も

１０万円でよろしいか。 

須藤委員長：政務調査費１７万円については、会派に持ち帰って承諾を得て

もらう。 

片岡委員：常任委員会特別旅費は使わないということであるが、コロナが終

息して行けることになった時、私費で行くのか。そもそも常任委員会の視

察として行けるのか。 

宮川委員：常任委員会の視察というよりは、議員研修という形。 

桝谷委員：互助会費から出すとか。 

片岡委員：今年度は常任委員会の視察は行けないのか。出し合ってなら行け

るのか。 

宮川委員：やっていけないわけではない。 

須藤委員長：随行はつかない。 

木村議員：近隣の視察であれば、車を借りて行ける範囲ならば可能。 

須藤委員長：バスに関して要綱はあるが、工夫すれば可能。 

須藤委員長：ほかにあるか。 

桝谷委員：要望であるが、今日、入札に関して初めて要綱に基づいていたが、

以前新しい要綱に変わった時は全協で説明があったので、そのような説明

があったらいい。 

木村議員：重要なものは全協で説明があるといい。 

梅村議長：各担当課が把握していれば、要綱が変更された時は説明すると決

めておけば、やれなくはない。 

堀議員：合わせて、要綱も電子化してＨＰに掲載するようにすべき。たまた

ま今回の入札の要綱はＨＰに載せている。載っているものといないものと
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がある。全部載せるようにしてほしい。そういう事例は他自治体である。 

梅村議長：どこかのタイミングで合わせて伝える。 

桝谷委員：入札に限らず、大幅に変更があった時は、議決案件ではないが、

全協で説明があると良いと考える。 

須藤委員長：議長から要望として伝えてもらう。 

（２）その他 

事務局統括主査：議会費の一部を削減する決議についての文言で、表題と中

身の表現が異なっている。「削減する」と、「予算を執行しないこととする」

となっている。 

堀議員：「削減する」ことはできない。 

須藤委員長：表題を「執行しないこととする」に変更しないといけない。 

梅村議長：このような「記」「以上」を使う書き方はわかりやすいが、政務活

動費の決議文の「１０万円を不用額とする」のように、金額も予算項目も

全部入れた文章でいいのか、「下記の予算を執行しない」として、「記」「以

上」とするのがいいのか。 

宮川委員：どちらかに書式を統一した方が良い。 

事務局統括主査：「凍結する」と、「執行しないこととする」は意味は違わな

いので、一つにしていただけたら。 

堀議員：「凍結」というとまた使える感じになる。 

須藤委員長：1 枚にできたらその方がいい。 

梅村議長：もともと政務活動費は１回貰っているから返せないというところ

から始まっていたので、別物として分けた方がいいかと考えた。 

宮川委員：２枚でも書式は統一したほうがいい。 

梅村議長：それもそうだが、１枚にできるならそうしたい。 

須藤委員長：１枚にしたら、計いくらとできる。議員報酬は別である。議会

費は、政務活動費も入れて３項目と合計を記載し、１枚の決議文にするよ

うにお願いする。 

１１その他 

須藤委員長：その他、何かあるか。 

梅村議長：次回の日時は。文案は。特別委員会の設置は、議会人事をやりな

がら議運を開き、追加日程で出来るか。 

事務局統括主査：議会人事が終わった後に日程追加するものは、特別委員会

の設置と、議員提出議案と、これは委員会提出議案であるか。 

梅村議長：全部議員提出議案でいく。最終日でその後議運をやれば良いか。

特別委員会のメンバーは、先日概要は話し合った。 
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須藤委員長：メンバーは決まった。副委員長がまだ決まっていない。 

梅村議長：議運と一緒。 

須藤委員長：全体を見て。まだ後でも良いか。 

梅村議長：最終日にすぐ決めることは難しい。この２日間のどこかで開いた

方がいい。 

宮川委員：議運のメンバーで固定するのか、会派で人数を割り振って推薦し

てもらうのか。 

須藤委員長：会派から推薦。 

宮川委員：メンバーがそろわないと。別の組織であるから、正副委員長が決

まらない。 

須藤委員長：メンバーは決まっていなかったか。 

桝谷委員：あの時は決まったが、一応会派に持ち帰った方が良いとなった。 

須藤委員長：明日、５月１２日午前１０時から議会運営委員会を再開する。 

鬼頭副議長：公明党は空白でいいか。 

宮川委員：必然的に谷平議員になる。 

鬼頭副議長：決定はしていないけれど、谷平議員出席でいいか。 

須藤委員長：会派から一人出てもらった方が良い。 

片岡委員：明日の議運の話であるか。 

須藤委員長：議運は出られない。 

宮川委員：正式には出られないが、オブザーバーとして谷平議員に出席して

もらうのが無難。今までも委員が欠席の時はオブで出席することはあった。

採決権はないが。 

須藤委員長：明日午前１０時から議会運営委員会を開催するので、会派に持

ち帰り、政務活動費の回答をお願いする。新型コロナの対策特別委員会の

メンバーについてもお願いする。 


